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８月８日（土）～９日（日）の２日間、陸前高田市にて、 

岩手県立大学「復興防災学習プログラム」が実施されました。このプログラムは、海外か

らの留学生や日本全国の大学生とともに、東日本大震災被災地でのボランティア活動等

を通じ、防災に関する学びを得ることを目的に実施しているもので、今年度は宮古短大か

ら１名の学生が参加しました。 

初日は、東日本大震災津波伝承館、高田松原復興祈念公園の震災遺構の見学、２日目

は、市内災害公営住宅での飲料水配布ボランティア(水ボラ)と住民の皆様との交流を実

施しました。(横)  

 

８月に「図書館見学＆選書ツアー」を計２回開催し、10 名の

MLA が参加しました。図書館見学では、展示企画で工夫されて

いることなどを実際に見て聞いて学び、選書ツアーでは、自分の好

みや読んでくれる人のことを考えた選書をしました。初めての体験で

したが、本をこれまでよりも身近に感じることができました。 

宮古市立図書館で行われた「おばけ屋敷」のボランティアに参加しました。スタッフの方々

が優しく、非常に楽しめたボランティア活動になりました。皆さんが明るく親切で会話がする

事が楽しかったので、準備する段階からワクワクしていました。また機会がありましたら、参

加したいです。 

 

 最近、テレビを見る時間が減り、YouTube ばかりを見るようになりました。

なぜなら、YouTubeは私の関心に個別最適化された、快適な動画や広告を

提示してくれるからです。一方で、個別最適化された YouTube に依存する

ことは、人間の思考を蝕み、社会の在り方を変える悪い契機にもなります。 

 人間の思考を蝕むとは、自分好みの動画ばかりに触れることで異なる価値

観に触れる機会が減り、主観・客観のバランス感覚が気付かぬうちに崩れる

ことです。 

社会科学を学ぶ理由は、主観・客観のはざまで、自分中心の見方を不断

に問い直す力を高めるためです。授業では、一義的な正解がない教材で学

生の主観を揺さぶり、自分とは異なる考え方を持った他者と対話しながら理

解を深めることを目指しています。 

 

 

ボランティアに 
参加した 

MLA 関川さん 
(２年) 

今回私が参加した理由は、震災復興や防災に興味があり、将来仕事などで 

携わりたいと思っていたからです。実際に津波伝承館や旧気仙中学校の中など

を見学し、当時の被害の大きさや、消防や警察、自衛隊などの関係機関がどの

ように対応したのかを知ることができました。また、津波の速さや車で逃げること

の危険性についても学び、災害が起きた時に冷静に行動することの大切さを 

実感しました。飲料水の配布活動では、地域の方から感謝の言葉をかけていた

だき、活動に参加できた喜びを感じました。地域の方と交流することができ、 

復興には地域の繋がりが大切だと感じました。今回学んだことを今後の生活や

災害への備えに生かしていきたいです。                  嵯峨 菜央(1年) 

８月１日に「三陸アカデミー列車（モニターツアー）」を開催しました。このツアーは、宮古短期大学部の学生が 

主体となって企画した高校生向け体験学習ツアーとなっており、高校生２名と本学学生 18 名（企画メンバー） 

が参加しました。参加した高校生は、東京海洋大学と連携してカードゲームを使った企画や海鮮丼を食べながら 

三陸の食について学ぶプログラムなどを行いました。午後は釜石市で避難路追体験や災害対応ゲームを通じて 

防災への理解を深め、その後は貸し切りの三陸鉄道車内（お座敷列車）で三陸鉄道や三陸地域の歴史、 

漁業について学習しました。さらに、ハーバリウム制作体験にも取り組み、楽しみながら地域の魅力を学びました。 

このツアー参加により、少しでも三陸地域に興味・関心を持ってもらい、地域のことを考えるきっかけになってくれたら 

嬉しいです。(舩) 

 

学生という立場で、起業に近い貴重な体験をさせて 

いただきました。プロジェクトの企画から実行まで携わ

り、アイデアを形にする難しさや楽しさを学ぶとともに、 

地域貢献にもつながる経験ができました。 

 

今回、私たちが作成したプランの一部を実際に高校生や

ほかのチームのメンバーに体験してもらうことで、今後のプ

ラン作成に向けての課題や修正点を見つけ出すことがで

きました。他チームと意見交換をしながら、今後のツアー

実施に向けて企画を改良していきたいです。 

 

宮古・久慈チームは三陸の海の魅力を伝える企画

を実施しました。ボードゲームや海鮮丼で楽しく学べ

た一方、時間配分などの課題も発見しました。今後

は課題を修正し、より良い企画を目指してチームで

取り組みたいです。 

モニターツアーを終えてみての感想を 3 人の 

チームリーダーに聞きました！ 


